
(１) 第２号 令和６年１月１８日

第
二
代
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
長

阪
井
二
佐

着
任

初
代
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
長

足
立
一
佐

離
任

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
、
初
代
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
長

足
立

賢
一

一
等
陸
佐
が
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
戦
車
大
隊
長
と
し
て
約
二
年
間
、
第

三
偵
察
戦
闘
大
隊
長
と
し
て
約
九
ヶ
月
、
今
津
駐
屯
地
で
勤
務
さ
れ
、
第
三
偵

察
戦
闘
大
隊
長
と
し
て
要
望
事
項
「
前
進
」
と
「
和
」
を
掲
げ
ら
れ
、
大
隊
一

丸
と
な
り
任
務
に
邁
進
し
ま
し
た
。

特
に
、
令
和
四
年
八
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
、
自
衛
隊
フ
ェ
ス
タ
50
・
70
㏌

滋
賀
高
島
で
は
、
高
島
市
の
事
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ご
栄
転
後
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
厚
生
課
家
族
支
援
班
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月
一
日
、
第
二
代
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
長

阪
井

邦
丸

二
等
陸
佐
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
要
望
事
項
「
目
標
を
持
て
・
向
上
心
を
持
て
」

を
掲
げ
ら
れ
、
訓
示
で
、
「
故
郷
で
あ
る
大
阪
府
、
近
畿
二
府
四
県
の
防
衛
警

備
に
あ
た
る
第
三
師
団
に
、
そ
し
て
、
師
団
長
の
耳
目
た
る
第
三
偵
察
戦
闘
大

隊
の
長
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
運
命
と
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。
」
「
失
敗

し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
本
職
が
す
べ
て
の
責
任
を
と
る
。
」
「
こ
の
部
隊
の
為

に
思
い
切
っ
て
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
し
て
、
共
に
第
三
偵
察
戦

闘
大
隊
の
歴
史
を
作
っ
て
い
こ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
令
和
五
年
十
二
月
一
日
付
で
第
二
代
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊

長
兼
ね
て
今
津
駐
屯
地
司
令
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
阪
井

邦
丸
（
さ

か
い

く
に
ま
る
）
（
大
阪
府
堺
市
出
身
）
と
申
し
ま
す
。
滋
賀
県
で

の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
言
葉
・
食
事
な
ど
の
文
化
が
子
供

の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
「
故
郷
に
帰
っ
て
き

た
。
」
と
い
う
懐
か
し
さ
や
安
心
感
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

は
戦
後
最
も
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
生

し
た
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
多
く
の
方
が
被
害
を
受
け
て
い

る
状
況
で
す
。
当
大
隊
か
ら
も
、
給
水
支
援
班
を
能
登
半
島
に
派
遣
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
一
刻
も
早
く
部
隊
を
戦
力
化
し
、
い
つ
、
い
か
な

る
任
務
に
も
即
応
し
得
る
部
隊
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
隊
員
ご
家
族
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
、
ご
支
援
が
不
可

欠
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
一
の
湖
を
望
み
つ
つ
、
日
本
一
の
部
隊

を
目
指
し
て
、
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第２代第３偵察戦闘大隊長
兼ねて今津駐屯地司令

２等陸佐 阪井 邦丸



(２) 第２号 令和６年１月１８日

今
津
駐
屯
地

創
立
71
周
年
記
念
行
事

令
和
五
年
九
月
三
日
、
大
隊
は
、
今
津
駐
屯
地

創
立
71
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
、
来
場
者
に
対

し
て
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
の
新
編
を
広
報
す
る
と

と
も
に
、
各
部
・
班
に
お
け
る
行
事
運
営
に
参
加

し
、
自
衛
隊
及
び
駐
屯
地
に
対
す
る
信
頼
と
理
解

の
深
化
促
進
に
寄
与
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
師
団
募
集
広
報
の
日

令
和
五
年
八
月
二
十
四
日
、
大
隊
は
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
師
団
が
実

施
す
る
、
「
令
和
五
年
度
師
団
募
集
広
報
の
日
」
に
参
加
し
、
募
集
対
象
者
、

学
校
関
係
者
等
に
対
す
る
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
入
隊

希
望
者
等
に
対
す
る
各
種
説
明
を
実
施
し
、
未
来
の
陸
上
自
衛
官
の
獲
得
の

た
め
の
募
集
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
、
大
隊
は
、
琵
琶
湖
を
使

用
し
、
水
路
潜
入
訓
練
を
実
施
し
、
偵
察
戦
闘
部
隊
に
必
要
な
偵
察
用
ボ
ー

ト
及
び
災
害
派
遣
時
に
お
け
る
渡
河
ボ
ー
ト
の
取
扱
要
領
並
び
に
水
上
に
お

け
る
各
種
ボ
ー
ト
の
漕
舟
技
術
の
修
得
を
図
り
ま
し
た
。

水
路
潜
入
訓
練

中
部
方
面
隊
「募
集
広
報
の
日
」

令
和
五
年
十
月
七
日
大
隊
は
、
中
部
方
面
隊
が
実
施
す
る
、
「
募
集
広

報
の
日
」
に
参
加
し
、
募
集
対
象
者
に
対
し
、
三
月
に
新
編
さ
れ
た
「
第

三
偵
察
戦
闘
大
隊
」
の
威
容
を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
機
甲
科
部
隊
の
魅

力
を
発
信
し
て
募
集
対
象
者
の
意
欲
向
上
及
び
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
促

進
に
寄
与
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
八
日
大
隊
は
、
中
部
方
面
隊
創
隊
63
周
年
記
念
行
事
に

参
加
し
、
第
三
偵
察
戦
闘
大
隊
の
新
編
を
広
報
す
る
と
と
も
に
、
整
斉
円

滑
な
行
事
の
実
施
に
寄
与
し
ま
し
た
。
併
せ
て
精
強
性
を
誇
示
し
て
地
域

住
民
及
び
関
係
機
関
の
信
頼
と
理
解
を
獲
得
し
、
防
衛
基
盤
の
更
な
る
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

中
部
方
面
隊

創
隊
63
周
年
記
念
行
事

敬礼を受ける足立大隊長

高島市長
福井 正明 氏

観閲行進

オートバイドリル

オートバイドリル

戦闘訓練展示

戦闘訓練展示

装備品展示

竹生島と渡河ボート

偵察用ボート

渡河ボート教育

職種説明

装備品展示

８７式偵察警戒車の機能説明

１６式機動戦闘車の機能説明

６０ｍｍ迫撃砲の機能説明

機能展示

装備品展示

偵察用オートバイ

職種説明

中部方面総監（堀井陸将）に敬礼する足立大隊長

訓練展示で躍動する１６式機動戦闘車と偵察用オートバイ

装備品展示



令
和
五
年
度

陸
士
特
技
課
程
「偵
察
」

令
和
五
年
十
月
四
日
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
の
間
、
大

隊
は
、
陸
士
特
技
課
程
「
偵
察
」
の
教
育
を
実
施
し
、
斥

候
員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と

も
に
、
斥
候
員
と
し
て
必
要
な
資
質
の
涵
養
を
図
り
ま
し

た
。

大
隊
武
装
走
競
技
会

令
和
五
年
十
二
月
二
日
、
大
隊
は
、
あ
い
ば
野
演
習
場

大
供
射
場
に
お
い
て
、
大
隊
武
装
走
競
技
会
を
実
施
し
、

隊
員
各
個
の
武
装
走
練
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各

中
隊
の
更
な
る
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

競
技
種
目
は
、
「
１
０
０
ｍ
疾
走
後
の
射
撃
」
「
３
０

０
０
ｍ
武
装
走
」
で
、
各
人
の
射
撃
の
点
数
及
び
タ
イ
ム

で
争
い
、
激
闘
の
末
、
「
偵
察
中
隊
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
一
月
四
日
か
ら
十

一
日
の
間
、
大
隊
は
、
あ
い
ば

野
演
習
場
に
お
い
て
、
大
隊
射

撃
訓
練
を
実
施
し
主
要
装
備
火

器
（
16
式
機
動
戦
闘
車
・
87
式

偵
察
警
戒
車
・
５
．
５
６
ｍ
ｍ

機
関
銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
及
び
６

０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
）
の
各
個
射
撃

及
び
部
隊
射
撃
を
実
施
し
、
隊

員
各
個
、
各
分
隊
等
の
射
撃
の

練
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

任
務
遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
次
年
度
の
射
撃

訓
練
目
標
を
見
据
え
た
先
行
的

な
訓
練
に
よ
り
円
滑
な
戦
力
化

目
標
の
達
成
の
資
と
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
大
隊
が
装
備
す
る

各
種
火
器
の
射
撃
訓
練
を
実
施

し
て
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
練

度
を
維
持
・
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

大
隊
射
撃
訓
練

本
部
管
理
中
隊

偵
察
中
隊

戦
闘
中
隊

(３) 第２号 令和６年１月１８日

地上からの重機関銃射撃

８２式指揮通信車からの重機関銃射撃

軽装甲機動車からのＭＩＮＩＭＩ射撃

８７式偵察警戒車による射撃

１６式機動戦闘車による射撃

６０ｍｍ迫撃砲による射撃

１００ｍ疾走

小銃射撃

３０００ｍ武装走

武装走の様子

優勝「偵察中隊」

監視機材教育

ＭＩＮＩＭＩ射撃

地図判読

リぺリング

水路潜入

総合訓練


